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筋束の長さ変化が小さく、腱が MTU の短縮を担う SSC 中の筋腱相互作用が、強調され
ることによって、より大きな反動効果が得られることが明らかとなった。このとき、筋腱
複合体の機能特性（筋の収縮特性や腱の粘弾性）、特に静的トルク発揮を通じて測定される
腱の粘弾性の個人差は、反動効果の個人差に影響を与えないことが示された。一方、練習
を行うことで反動動作を伴う跳躍のパフォーマンスが改善されることが確認され、その背
景には神経筋活動の調節に伴う筋腱動態（筋腱相互作用）の合目的的な変化が関与してい
ることが示唆された。すなわち、人間は、神経筋活動を通じて SSC中の筋腱動態を操作し、
筋腱動態を合目的的に調整することによって筋腱複合体が本来有する機能特性を引出し、
高い運動パフォーマンスを発揮する能力を有すること、また、練習を通じてこの能力に磨
きをかける可能性を有することが示された。 
